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療
養
所
の
夕
映
え

　
「
つ
つ
が
な
く
生
き
た
今
日
す
て
き
な

／
夕
映
え
を
見
て
／
終
わ
り
の
と
き
は

あ
の
よ
う
に
あ
り
た
い
と
／
ひ
た
す
ら

に
希
う
／
私
で
す
」。大
島
青
松
園
に
在

住
し
た
詩
人
・
塔
和
子
さ
ん
の「
夕
映
え
」

と
い
う
詩（
部
分
）。二
〇
一
三
年
に
八
三

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。そ
の
年
五
月
の
大

島
青
松
園
の
入
所
者
数
は
八
二
人
だ
っ

た
が
、九
年
後
の
今
年
一
月
は
ち
ょ
う
ど

半
数
の
四
一
人
に
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所

者
数
が
九
五
〇
人
余
に
減
少
、平
均
年
齢

も
八
七
歳
の
高
齢
と
な
り
、今
ま
さ
に
静

か
に
終
焉
の
幕
が
降
り
よ
う
と
し
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
が
、そ
の
静
か
さ
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
過
で
療
養
所
訪
問
が
出
来
な

く
て
も
、私
ど
も
好
善
社
の「
寄
り
添
う
」

想
い
は
変
わ
ら
な
い
。今
は
電
話
や
手
紙

で
交
流
を
繋
い
で
い
る
が
、訪
問
の
許
可

が
出
れ
ば
す
ぐ
に
も
お
訪
ね
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

　
瀬
戸
内
の
夕
陽
は
美
し
い
。が
、ど
の

療
養
所
に
も
同
じ
光
が
射
し
て
、そ
こ
に

夕
映
え
の
風
景
が
あ
る
。そ
の
光
に
照
ら

さ
れ
て
、入
所
者
の
皆
さ
ん
が「
つ
つ
が

な
く
生
き
た
今
日
す
て
き
な
一
日
」を
過

ご
さ
れ
る
よ
う
に
と
、ひ
た
す
ら
に
願
っ

て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
川
﨑
正
明
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大嶋得雄牧師

　
四
月
二
四
日
（
日
）、
長
島
曙
教
会
の
主

日
礼
拝
に
出
席
し
ま
し
た
。
曙
教
会
訪
問
は

五
年
ぶ
り
、
ま
た
礼
拝
出
席
は
実
に
一
九
九

六
年
以
来
で
す
。
た
だ
、曙
教
会
に
つ
い
て
は
、

毎
月
末
好
善
社
に
送
ら
れ
て
く
る
週
報
に

よ
っ
て
教
会
の
現
状
を
知
り
得
て
、
い
つ
も

親
し
み
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
四
月
に
入
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
防
止
策
も
軽

減
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
際
ぜ
ひ
長
島
を
訪

ね
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
し
た
。

ま
し
た
。
大
嶋
先
生
と
は
、
私
が
奈
良
・
高

の
原
教
会
時
代
に
、
大
島
青
松
園
霊
交
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
で
毎
年
お
会
い
し
て
お
交

わ
り
を
頂
い
た
仲
で
す
。

　
大
嶋
先
生
は
曙
教
会
に
赴
任
さ
れ
て
三
八

年
、
八
一
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
牧
会
の
傍
ら
、

「
聖
書
の
ら
い
に
取
り
組
ん
で
」（
3
巻
）
を

執
筆
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
問
題
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
共
同
牧
会
者

で
あ
ら
れ
た
美
枝
子
夫
人
が
最
近
ご
病
気
に

な
ら
れ
、
夫
人
の
介
護
に
当
た
る
た
め
退
任

を
決
断
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　
牧
会
を
つ
な
ぐ
四
人
の
牧
師

　「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
あ
る
単
立
の
曙

教
会
に
、
小
倉
兼
治
、
原
田
政
人
、
大
嶋
得

雄
の
三
人
の
牧
師
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

主
な
る
神
の
特
別
な
恵
み
と
御
計
ら
い
」
と

沿
革
史
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

大
嶋
牧
師
の
ご
子
息
で
あ
る
大
嶋
良
兵
牧
師

が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
大
嶋
先
生
ご
一
家
の

平
安
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
好
善
社
と
曙
教
会
と
の
関
わ
り
は
、
一
九

四
九
年
の
会
堂
建
設
、
ま
た
原
田
季
夫
先
生

の
聖
書
学
舎
の
開
設
、
全
国
学
生
社
会
人

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
お
交
わ
り
が
深
い

こ
と
を
改
め
て
確
認
、
感
謝
し
た
次
第
で
す
。

　
礼
拝
に
参
加
し
て

　
朝
九
時
一
五
分
か
ら
礼
拝
が
始
ま
り
、
大

嶋
得
雄
牧
師
の
司
式
で
、
い
つ
も
と
変
わ
ら

ぬ
順
序
で
礼
拝
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
、
懐

か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
聖
書
の

箇
所
は
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
四
章
の
エ
マ

オ
の
イ
エ
ス
の
記
事
で
、
説
教
題
は
「
一
緒

に
歩
い
て
行
か
れ
た
」。
信
仰
が
揺
ら
ぐ
よ

う
な
私
た
ち
に
、
よ
み
が
え
り
の
主
が
共
に

歩
い
て
下
さ
る
と
、
慰
め
に
満
ち
た
説
教
を

頂
き
ま
し
た
。
出
席
者
は
私
を
含
め
て
八
名
。

三
名
の
教
会
員
、
他
に
介
護
者
一
名
、
園
外

の
関
係
者
二
名
、
そ
し
て
大
嶋
先
生
で
し
た
。 

　
長
島
曙
教
会
の
今

　
一
九
三
一
年
創
立
の
曙
教
会
は
九
一
年
の

歴
史
を
刻
む
中
で
、
最
盛
期
は
四
六
〇
名
の

会
員
を
擁
し
、
一
九
九
六
年
こ
ろ
に
は
礼
拝

出
席
五
〇
名
で
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
現

在
教
会
員
は
一
九
名
、
礼
拝
出
席
は
一
〇
名

ほ
ど
で
す
。
出
席
さ
れ
た
三
名
の
方
々
は
、

高
齢
と
な
り
お
身
体
が
不
自
由
で
す
。
で
も
、

移
動
の
介
護
を
受
け
る
身
に
な
っ
て
も
「
主

日
礼
拝
だ
け
は
必
ず
！
」
と
の
気
迫
を
感
じ
、

長
く
教
会
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
信
仰
の
姿
勢

に
深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
牧
会
三
八
年
の
大
嶋
牧
師
退
任

　
礼
拝
後
、
大
嶋
先
生
と
歓
談
の
時
を
も
ち

ま
し
た
。
実
は
、
三
月
末
の
週
報
に
「
五
月

末
を
も
っ
て
大
嶋
得
雄
牧
師
は
退
任
さ
れ
ま

す
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
を
読
ん
で
、「
こ

れ
は
ご
挨
拶
に
伺
わ
ね
ば
！
」
と
考
え
た
の

も
、
今
回
の
訪
問
の
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
り
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本
名
の
上
野
正
子
に
戻
っ
た「
人
間
回
復
の

瞬
間
」の
証
言
に
圧
倒
さ
れ
る
。「
恥
で
も
な
い

こ
と
を
恥
だ
と
思
う
こ
と
が
、本
当
の
恥
で
あ

る
」と
い
う
林
力
さ
ん
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
。

一
方
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、訪
問
者
に
沖
縄
名

物「
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」を
揚
げ
て
も
て

な
す
。映
画「
あ
ん
」の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
に
知
ら
れ
注
目
さ
れ
た
。２
０
０

７
年
、
60
年
を
共
に
し
た
夫
を
天
に
送
っ
た
。

闘
志
と
祈
り
の
人―

95
歳
の
人
間
・
上
野
正
子

は
、老
い
て
益
々
お
元
気
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
生
き
る
人
び
と
の 

﹁
い
の
ち
の
証
﹂ 

⑱

川
﨑
正
明
・
記

　
　
人
間
回
復
の
瞬
間
　
　
　
　
　
　
　
上
野
正
子
　

　
上
野
正
子（
う
え
の
・
ま
さ
こ
））

　
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
、沖
縄
県
八
重
山

諸
島
の
石
垣
市
に
生
ま
れ
る
。１
９
４
０
年
、

13
歳
で
沖
縄
県
立
第
二
高
等
女
学
校
入
学
。

そ
の
頃
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
、鹿
児
島
県
鹿

屋
市
に
あ
る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所「
星

塚
敬
愛
園
」に
入
所
、園
名
を
八
重
子
と
名
乗

る
。現
在
ま
で
長
い
入
所
生
活
を
続
け
て
い

る
。１
９
４
６
年
、園
内
で
元
警
察
官
だ
っ
た

上
野
清
と
結
婚
。１
９
５
０
年
、園
内
の
キ
リ

ス
ト
教
恵
生
教
会
で
受
洗
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
な
る
。１
９
９
６
年
４
月「
ら
い
予
防
法
」

が
廃
止
。１
９
９
８
年
７
月
、ハ
ン
セ
ン
病
国

家
賠
償
訴
訟
の
第
一
次
原
告
と
な
り
、熊
本

地
裁
の
証
言
台
に
立
っ
た
。園
内
の
猛
烈
な

反
対
の
中
で
闘
い
が
続
い
た
が
、３
年
後
に

同
志
と
弁
護
団
、支
援
者
と
共
に
、原
告
勝
訴

と
国
の
控
訴
断
念
を
勝
ち
取
っ
た
。裁
判
後

は
、ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
語
り
部
と
し
て
全

国
各
地
で
の
講
演
が
続
い
て
い
る
。ま
た
、現

在
も
自
治
会
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。２
０

０
９
年
、自
身
の
証
し
と
裁
判
記
録
を
収
録

し
た『
人
間
回
復
の
瞬
間
』（
南
方
新
社
）を
出

版
し
た
。

　
「
神
様
、
今
日
は
大
事
な
判
決
の
日
で
す
。
こ
の
裁
判
が
敗
訴
に
な
れ

ば
、
園
内
の
皆
様
に
大
変
な
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
こ

か
で
自
殺
を
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
自
殺
は
大
罪
だ
と
は
教

え
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
今
回
の
私
た
ち
の
責
任
は
大
変
重
い
の
で
す
か

ら
、
こ
の
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
大
罪
を
許
し
て
下
さ
い
（
中
略
）
」

と
い
う
お
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
取
り
急
ぎ
、
私
が
信
頼
す
る
友

人
に
「
こ
れ
か
ら
熊
本
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
が
、
も
し
も
厳
し
い
敗
訴

と
な
れ
ば
、
帰
園
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
、
後
の
こ
と

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
書
き
残
し
、
通
帳
、
印
鑑
と
共
に
机
の
上

に
置
き
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
。
裁
判
長
か
ら
勝
訴
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
「
一
九
六
〇
年

以
降
、
隔
離
の
必
要
性
が
失
わ
れ
、
ら
い
予
防
法
の
隔
離
規
定
の
違
憲
性
は

明
白
」
と
国
の
責
任
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
報
道
陣
に
囲
ま

れ
て
「
今
の
気
持
ち
は
ど
ん
な
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
「
正
義
は
必
ず
勝

つ
。
私
は
こ
れ
か
ら
親
が
つ
け
て
く
れ
た
本
名
の
正
子
に
な
り
ま
す
」
と

き
っ
ぱ
り
宣
言
し
ま
し
た
。
六
十
年
も
の
間
、
偽
名
の
陶
山
八
重
子
で
過
ご

し
て
き
ま
し
た
が
、
た
っ
た
今
そ
の
偽
名
を
す
っ
か
り
脱
ぎ
捨
て
て
、
上
野

正
子
に
な
っ
た
の
で
す
。
新
し
い
私
の
誕
生
で
す
。
ま
さ
に
人
間
回
復
の
瞬

間
で
し
た
。
　
　
（
上
野
正
子
著
『
人
間
回
復
の
瞬
間
』
19
〜
25
頁
か
ら
）

サーターアンダギーを
つくる上野正子さん。
（2021年5月　ＮＨＫニ
ュースより）

と
　
き



　
好
善
社
は
、
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
に
、

女
子
学
院
の
前
身
で
あ
る
Ｂ
６
番
女
学
校
の

創
立
者
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
育
宣
教
師
と
し

て
来
日
し
た
ケ
イ
ト
・
Ｍ
・
ヤ
ン
グ
マ
ン
女

史
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
10
名
の
女
子
学
生

に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
キ
リ
ス

ト
の
精
神
を
如
何
に
社
会
的
に
実
践
す
る

か
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
宣
教

活
動
な
ど
を
実
践
し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
名

前
を
「
好
善
社
」
と
し
ま
し
た
。

　
■
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
の
出
会
い

　
そ
の
後
、
ヤ
ン
グ
マ
ン
宣
教
師
は
ハ
ン
セ

ン
病
を
病
む
一
人
の
女
性
と
出
会
い
ま
す
。

こ
の
人
は
、
御
殿
場
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

神
山
復
生
病
院
に
入
院
し
て
い
た
人
で
し
た
。

こ
の
女
性
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
に
基
づ
い
た
療
養
所
、

病
院
を
つ
く
る
運
動
を
展
開
し
、
そ
の
過
程

で
「
英
国
救
ら
い
協
会
」
の
資
金
協
力
を
得

て
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
に
東
京
目
黒
村

に
土
地
を
求
め
て
、
私
立
ハ
ン
セ
ン
病
病
院

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

そ
の
機
会
に
好
善
社
の
組
織
を
改
革
し
、
男

性
社
員
を
含
め
た
「
社
団
法
人
好
善
社
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

4

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
寄
り
添
っ
て

好
善
社
１
４
５
年
の
歩
み
を
顧
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
善
社
社
員
　
長 

尾 

文 

雄

　
■
私
立
病
院
「
慰
廃
園
」
の
運
営

　
そ
の
後
、「
慰
廃
園
」
と
称
し
た
こ
の
病

院
は
48
年
間
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
伝
道

と
医
療
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
慰
廃
園
は
、

「
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
社
会
的
に
実
践
す
る
」

と
い
う
創
業
の
精
神
に
基
づ
き
、
ハ
ン
セ
ン

病
を
患
っ
た
人
々
に
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
与

え
る
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
、
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
が
途
切
れ
、

つ
い
に
１
９
４
２
年
に
慰
廃
園
は
、
収
容
さ

れ
て
い
た
人
た
ち
を
国
立
療
養
所
多
磨
全
生

園
に
移
管
し
て
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
48
年
間
の
収
容
患
者
数
は
、
４
千
１
５

９
人
で
し
た
。

　
■
全
国
の
療
養
所
と
の
出
会
い

　
戦
争
が
終
わ
る
と
、
空
襲
を
受
け
た
慰
廃

園
の
跡
地
に
焼
け
残
っ
た
、
当
時
の
好
善
社

理
事
長
藤
原
鉤
次
郎
の
家
を
全
国
の
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
の
東
京
出
張
所
と
し
て
、
宿
舎

に
提
供
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
戦
後
す
ぐ
に

全
国
の
療
養
所
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
救
ら

い
協
会
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
救
援
物
資
の
配

布
な
ど
の
活
動
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
療
養

所
内
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
堂
建
設
、
ま

た
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
た
ち
の
中
か
ら
の
伝

道
者
養
成
を
目
的
と
し
た
「
長
島
聖
書
学
舎
」

を
立
ち
上
げ
て
財
政
面
の
協
力
を
し
ま
す
。

10
年
間
で
20
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
そ

の
中
で
４
名
の
方
が
日
本
基
督
教
団
の
牧
師

の
資
格
を
得
て
、
療
養
所
教
会
の
牧
師
と
し

て
活
動
を
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
他
の
方
々

は
、
信
徒
伝
道
者
と
し
て
奉
仕
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
■
療
養
所
で
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
そ
れ
と
並
行
し
て
、
１
９
６
０
年
に
関
西

学
院
大
学
の
学
生
が
邑
久
光
明
園
で
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。
好
善
社
が
そ
の

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
実
績
を
参
考
に
し
、
１

９
６
３
年
に
長
島
愛
生
園
で
「
第
１
回
全
国

学
生
社
会
人
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
、

入
所
者
と
の
交
流
を
深
め
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
毎
年
１
、
２
カ
所
の
療
養
所1984 年8月　東北新生園でのワークキャンプ
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■
台
湾
と
タ
イ
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
支
援

　
１
９
７
７
年
、
好
善
社
が
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
時
、
こ
れ
ま
で
外
国
か
ら
の
支

援
を
受
け
て
活
動
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
の
ハ
ン
セ
ン
病

支
援
に
向
か
お
う
と
、
１
９
８
０
年
代
に
台

湾
に
若
い
社
員
の
小
林
健
志
と
木
村
直
樹
の

二
人
を
、
ま
た
看
護
師
の
友
澤
定
子
社
員
を

派
遣
し
て
医
療
伝
道
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
藤
原
偉
作
理
事
長
が
、
１
９
８

２
年
に
タ
イ
国
の
女
性
の
ハ
ン
セ
ン
病
専
門

医
カ
ン
チ
ャ
ナ
・
コ
ン
ス
ー
プ
チ
ャ
ー
ト
さ

ん
と
出
会
い
、
タ
イ
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

へ
の
関
わ
り
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
姉
妹

団
体
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
の
設
立
に
協
力
し
、

今
日
ま
で
経
済
的
な
援
助
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
的
支
援
と
し
て
タ
イ
国
保
健
省

を
通
じ
て
タ
イ
国
の
医
療
現
場
に
阿
部
春
代

社
員
（
看
護
師
）
を
派
遣
し
、
２
０
１
９
年

ま
で
29
年
間
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ニ
ー
（
回
復
者
村
）
の
保
育
園
の
た
め

に
木
村
幸
子
社
員
（
管
理
栄
養
士
）
を
１
９

９
２
年
か
ら
６
年
間
派
遣
し
ま
し
た
。

　
１
９
９
２
年
に
は
、
相
互
交
流
を
図
る
た

め
に
、
好
善
社
社
員
と
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社

社
員
に
よ
る
療
養
所
内
で
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
を
４
回
実
施
し
、
そ
れ
が
「
タ
イ
国
青
少

年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
に
発
展
、
２
０
１
９

年
ま
で
に
16
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
■「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行

　
藤
原
偉
作
理
事
長
は
１
９
９
８
年
に
亡
く

な
り
ま
す
が
、
好
善
社
は
棟
居
勇
理
事
（
牧

師
）
を
理
事
長
に
立
て
、
遅
滞
な
く
事
業
を

継
続
し
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
好
善
社
は

「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行
し
、
そ
れ
ま
で

で
開
催
し
、
１
９
９
８
年
栗
生
楽
泉
園
で
の

60
回
で
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
間
の
キ
ャ
ン

プ
参
加
者
は
、
延
べ
１
千
人
と
な
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
間
、
療
養
所
教
会
で
「
教
会
生
活

研
修
会
」
を
５
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
■
好
善
社
社
員
の
世
代
交
代

　
慰
廃
園
の
閉
園
後
の
社
員
た
ち
は
高
齢
と

な
り
、
１
９
５
８
年
29
歳
の
若
い
藤
原
偉
作

が
亡
父
藤
原
鉤
次
郎
の
後
任
と
し
て
理
事
長

に
就
任
。
そ
の
藤
原
理
事
長
の
も
と
に
、ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
で
育
っ
た
学
生
や
社
会
人
た
ち

が
社
員
と
な
り
、
戦
後
の
新
し
い
好
善
社
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
は
好
善
社
の
世
代
交
代
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
間
に
、

療
養
所
の
中
の
教
会
代
表
者
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
本
土
復
帰
に
先
立
ち
沖
縄
の

療
養
所
教
会
代
表
者
を
本
土
に
招
い
て
全
国

の
療
養
所
訪
問
の
手
助
け
も
し
ま
し
た
。

の
理
事
長
棟
居
勇
が
代
表
理
事
に
就
任
。
そ

の
後
、
２
０
１
６
年
に
三
吉
信
彦
理
事
（
牧

師
）
が
代
表
理
事
と
な
り
、
現
在
の
好
善
社

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
好
善
社
の
１
４
５
年
の
歩
み
を

大
ま
か
に
概
観
し
ま
し
た
。
１
８
９
４
（
明

治
27
）
年
以
来
の
国
内
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
わ
る
活
動
の
記
憶
を
た
ど
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
社
員
に
よ
る
全
国
療
養
所
訪
問
、
ハ

ン
セ
ン
病
啓
発
講
演
会
、
広
報
誌
「
あ
る
群

像
」
の
出
版
等
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
イ
国
の
コ
ン
ケ
ン
県
立
シ
リ
ン
ト
ン
病
院

で
看
護
師
と
し
て
医
療
協
力
活
動
を
続
け
て

い
た
阿
部
春
代
社
員
は
、
29
年
間
の
勤
務
を

終
了
。
そ
の
後
も
タ
イ
に
留
ま
っ
て
チ
ャ
ン

タ
ミ
ッ
ト
社
の
活
動
や
コ
ロ
ニ
ー
の
高
齢
者

会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
■
今
後
の
好
善
社
の
活
動
の
行
方
は

　
し
か
し
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち

は
療
養
所
訪
問
が
で
き
な
く
な
り
、
電
話
や

手
紙
で
の
交
流
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
療

養
所
の
入
所
者
は
９
５
０
人
余
と
な
り
、
平

均
年
齢
も
87
歳
で
す
。
あ
と
10
年
も
す
る
と
、

入
所
者
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
終
焉
の
足
音

が
そ
こ
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
後
、
好
善
社
は
ど
の
よ
う
に
活

動
す
る
か
を
考
え
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
の
精

神
を
社
会
的
に
実
践
す
る
」
と
い
う
好
善
社

の
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
若
い
社
員
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
本
稿
は
、邑
久
光
明
園
機
関
誌「
楓
」６
０
２
，

６
０
３
号
に
掲
載
し
た
も
の
を
短
縮
・
加
筆

し
た
も
の
で
す
）　
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昨
年
よ
り
社
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
志
社
香
里
中
学
校
高
等
学
校
（
大
阪

府
寝
屋
川
市
）
で
、
聖
書
科
の
教
員
と
し
て

働
く
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
の
教
務
教
師
で
す
。

　
私
の
母
校
は
、
現
在
の
勤
務
先
の
系
列
校

で
あ
る
同
志
社
女
子
中
学
校
高
等
学
校
（
京

都
市
）
で
す
。
母
校
で
は
毎
年
母
の
日
礼
拝

の
際
に
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
ロ
ー
チ
を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
収
益
は
「
好
善

社
」
へ
の
献
金
と
な
る
と
説
明
を
受
け
た
の

が
、
私
と
好
善
社
と
の
出
会
い
で
し
た
。
好

善
社
の
方
、
療
養
所
の
入
所
者
の
方
が
お
話

に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
２
の
聖
書
の
授
業
で
は
、
母
校
の
卒
業

生
に
も
当
た
る
「
井
深
八
重
」
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た

ら
と
、
ず
し
り
と
重
く
受
け
止
め
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
中
３
の
時
に
勧
め
ら
れ
て
遠

藤
周
作
著
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』
を

読
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の
思
い
は
一
層
深
ま
り

ま
し
た
。

　
当
時
使
用
し
て
い
た
新
共
同
訳
聖
書
の
中

の
「
ら
い
病
」
の
表
記
に
つ
い
て
、「
重
い

皮
膚
病
」
と
読
み
替
え
る
よ
う
、
経
緯
を
含

め
て
聖
書
の
授
業
で
教
わ
っ
た
の
も
そ
の
頃

で
し
た
。
ま
た
、同
じ
く
聖
書
の
授
業
で
、「
ら

い
予
防
法
廃
止
」
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
も

聞
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る

6

「
知
る
こ
と
」

　
　

か
ら
始
め
た
い

工 

藤 

尚 

子

好
善
社
新
社
員
紹
介

う
し
な
け
れ
ば
、
社
会
が
成
り
立
た
な
く
な

る
」
と
い
っ
た
「
正
し
さ
」
を
装
う
言
説
に

覆
わ
れ
つ
つ
差
別
は
進
行
し
ま
す
。
無
関
心

や
表
面
上
の
浅
は
か
な
納
得
が
、
そ
れ
ら
を

後
押
し
し
ま
す
。

　
好
善
社
と
出
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
私
も

ま
た
「
ま
あ
当
時
は
仕
方
な
か
っ
た
の
か
も

ね
」
と
う
そ
ぶ
く
「
悪
意
の
な
い
差
別
者
」

で
あ
り
続
け
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

私
自
身
が
「
知
る
、
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を

大
切
に
し
な
が
ら
、「
知
ら
せ
る
」
と
い
う

役
目
を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
く
ど
う
・
な
お
こ
）

【
編
集
部
註
】
井
深
八
重
＝
日
本
最
初
の
ハ

ン
セ
ン
病
施
設
「
神
山
復
生
病
院
」（
静
岡

県
御
殿
場
市
）
に
勤
め
た
看
護
師
。
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
賞
を
受
賞
。

と
、
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す

る
私
の
知
識

や
眼
差
し
は
、

中
高
時
代
に

母
校
で
培
わ

れ
た
も
の
だ

と
気
付
か
さ

れ
ま
す
。
母
校
と
同
じ
系
列
に
属
す
る
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
で
、
ま
さ
に
聖
書
科
と
い

う
教
科
を
担
当
す
る
立
場
と
な
り
、
今
度
は

私
が
生
徒
に
伝
え
て
い
く
役
目
を
負
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
キ
ム
・
ジ
ヘ
著
『
差
別
は
た
い
て

い
悪
意
の
な
い
人
が
す
る
』（
大
月
書
店
）

と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
真
実
を
穿
っ
た

鋭
い
タ
イ
ト
ル
で
す
。
明
確
な
悪
意
や
自
覚

を
持
っ
て
差
別
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
案
外
少

な
く
、「
こ
れ
は
差
別
で
は
な
く
区
別
」「
そ

　　ウクライナ情勢について緊急声明

　　　　　　　　　　　　　公益社団法人　好善社

　　　　　　　　　　　　　　代表理事　三吉信彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員一同

　私たちは、ロシア大統領プーチン氏にウクライナへ

の軍事侵攻を即時停止することを求めます。正義を掲

げる戦争などはありえず、戦争は殺人行為であり、犠

牲者は一般市民、特に最も弱い立場の人々であります。

　私たち好善社は、ハンセン病問題にかかわる活動を

する団体ですが、その活動の原点は生命の尊厳です。

戦争は、生命の尊厳を踏みにじる最悪の行為です。特

に今回、プーチン氏は核使用に踏み込むことを示唆し、

ウクライナ国民に脅しをかけており、また核の使用は

広島・長崎の惨状の再現となり、唯一の核被爆国の日

本国民として、決して容認することはできません。

　私たちは、全世界がウクライナ国民に連帯し、また

ロシア国民が立ち上がり、プーチン氏にウクライナへ

の侵略をやめるよう圧力をかけることを願います。　

2022年 3月8日
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国立療養所 13

私立療養所 　1

＊

◆
理
事
、監
事
を
改
選

　
5
月
４
日
、理
事
会
と
社
員
総
会
を
開
催
、      

　
理
事
・
監
事
改
選
期
に
当
り
、代
表
理
事
に

　
三
吉
信
彦
、そ
の
他
の
理
事
７
名
と
監
事
１

　
名
を
選
任
し
ま
し
た
。（
氏
名
は
8
頁
参
照
）

◆「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
緊
急
声
明
」発
表

　
3
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

　
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）を
通
し
て
、

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
連
帯
の
声
明
を
行
い
ま

　
し
た
。（
内
容
は
６
頁
に
掲
載
）

◆
新
年
度
を
迎
え
療
養
所
訪
問
再
開

　
一
昨
年
以
来
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
療
養
所

　
訪
問
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、三
吉
代

　
表
理
事
が
特
別
許
可
を
得
て
、三
療
養
所
の

　
園
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　

４
／
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駿
河
療
養
所
・
北
島
信
一
所
長

　
　

４
／
25
長
島
愛
生
園
・
山
本
典
良
園
長

　
　

４
／
25
邑
久
光
明
園
・
青
木
美
憲
園
長

◆「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
講

　
演
会
」開
催
予
定

　
・
関
東
講
演
会
＝
６
月
25
日（
土
）

　
　
於
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
千
葉
教
会

　
・
関
西
講
演
会
＝
７
月
２
日（
土
）

　
　
於
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
西
宮
中
央
教
会

◆「
慰
廃
園
記
念
碑
」建
立
関
係
事
業

　
次
の
事
業
を
今
秋
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
①
記
念
碑
建
立
感
謝
会

　
　
②
特
別
講
演
会
開
催

　
　
③
記
念
冊
子（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）発
行

好
　
善
　
社
　
短
　
信
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2022年度収支予算（抜粋・単位円）

6月・夏期募金のお願い
国内とタイ国のハンセン病に関わる好善社を支えてください！

202 2年度募金（会費・寄付）目標額   1 , 0 0 0万円

ハンセン病問題の今

　日本国内ハンセン病療養所は、2021年12月末
日現在の入所者数960人、平均年齢87.2歳となり
ました。急速な高齢化の終焉期を迎えています。
　ハンセン病問題は、｢らい予防法｣廃止、「国家賠
償請求訴訟」原告勝訴、「ハンセン病問題基本法」
成立、そして2019年「ハンセン病家族訴訟」原告
勝訴による「ハンセン病家族補償法」が成立しま
した。しかしなお、社会に残る偏見・差別の解消に
は至っていません。好善社は次のような活動を
行っています。

国内ハンセン病啓発・支援事業

◆全国13ヵ所の療養所訪問・交流活動を続ける。 
◆偏見差別解消のための講演会・出版・啓発活動 。
◆回復者・入所者のいのちの尊厳が保障され、そ
　の人たちの名誉回復、ハンセン病問題の最終的
　な解決の実現を願っての支援と啓発活動を続
　ける。

療養所訪問・広報宣伝費
タイ国支援事業　・チャンタミット社支援
　　　　　　　・専門家派遣(看護師)　
　　　　　　　・現地調査・交流費
事業管理費
収入　会　費
　　　寄　付
　　　雑収入

4,780,000
 1,500,000
2,200,000
 2,000,000
7,140,000
3,700,000
6,500,000

5,000

〒153-0065　東京都目黒区中町１丁目７ー４　電話 03ー3712ー3845　FAX：03ー3791－1150　振替口座 00160ー7ー70163
Email:kozensha@kt.rim.or. jp  ホームページ・URL：https:/ /kozensha.org/

公益社団法人　好 善 社　　　　　　　2022年5月25日
代表理事/三吉信彦
　　理事/棟居　勇　川﨑正明　阿部春代　乗　圭子　藤原真実
　　　　岡田祐之　渡辺圭一郎　　監事／加藤裕司

　好善社は1982年からタイ国のハンセン病に関わ
り、阿部春代社員（看護師）を東北部の病院へ派遣
し、29年間の働きを終えました。しかし、好善社
のタイ国での事業支援は継続しています。特に、
1987年以来好善社は、タイ国のハンセン病支援団
体チャンタミット社の運営への側面的支援を継続し
ています。回復者の子どもたちへの奨学金活動にも
関わり、2005年からこの奨学生を対象としたワー
クキャンプが始まり15回に達しました。過去2年は
コロナ禍でやむなく中止。今年は青年リーダーたち
が、5月にワークキャンプ準備会を実施します。

タイ国ハンセン病支援事業

今年度570万円の活動費が必要です
タイ国の姉妹団体チャンタミット社を支援しています

　この団体への協力が、阿部
社員の主な活動で、その一つ
は高齢者支援です。昨年末、タ
イ北部の教会の元長老(94)が
所在不明となり、家族が警察
に届け出ました。3月にチャン
タミット社が隣県の人間の安
全保障課から問い合わせを受
けて立ち合い、4月下旬によう
やく再会がかないました。

元長老と家族の再会の様子
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